
豊田工業高等専門学校 開講年度 平成30年度 (2018年度) 授業科目 上下水道工学
科目基礎情報
科目番号 44204 科目区分 専門 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 環境都市工学科 対象学年 4
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 「上下水道工学」茂庭竹生 著（コロナ社）／適宜プリントを配布する
担当教員 松本 嘉孝
到達目標
(ア)上水道と下水道の歴史について概要を理解する。
(イ)上水道・下水道の定義と役割、飲用のためにどのような観点で基準が設けられているか、その概要を説明できる。
(ウ)上水道・下水道の計画策定の流れを理解する。
(エ)水源で取水された水が飲用に適する水になるまでのプロセスの概要および，主な浄水方法の説明ができる。
(オ)汚水が浄化されて公共用水域に放流されるまでのプロセスの概要および，主な水処理方法の説明ができる。
(カ)0次反応、１次反応、吸着反応について、計算式を用いた水質濃度の算出ができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

上水道の仕組みを理解し，浄水場
における処理方法を説明できる。

上水道の仕組みを説明でき，浄水
場における処理プロセスを説明し
，状況に合わせたパラメータ数値
を算出することできる。

上水道の仕組みを説明でき，浄水
場における処理プロセスを説明す
ることができる。

上水道の仕組みが説明できず，浄
水場における処理プロセスを説明
することができない。

下水道の仕組みを理解し，下水処
理場における処理方法を説明でき
る。

下水道の仕組みを説明でき，下水
処理場における処理プロセスを説
明し，状況に合わせたパラメータ
数値を算出することできる。

下水道の仕組みを説明でき，下水
処理場における処理プロセスを説
明することができる。

下水道の仕組みが説明できず，下
水処理場における処理プロセスを
説明することができない。

水質反応機構を理解する。
水質反応機構である0次，1次式に
ついてその意味を理解することが
でき，値を算出することができる
。

水質反応機構である0次，1次式に
ついてその意味を理解することが
できる。

水質反応機構である0次，1次式に
ついてその意味を理解することが
できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 B2 工学の基礎理論に裏打ちされた専門知識を身につける
JABEE d 当該分野において必要とされる専門的知識とそれらを応用する能力
本校教育目標 ② 基礎学力
教育方法等

概要
「水」は人類が健全な生活を営む上で必要不可欠なものである。特に，飲用水や家庭内で使用する水は「上水」とされ
、社会基盤を支える上水施設は、安全で豊富な水の供給が求められる。一方、社会活動で使用した水は「下水」とされ
、その水を再び環境中に戻すために、下水処理施設は安全かつ適切な浄化処理が求められる。

授業の進め方・方法
本講義では、この「水」の利用について、その浄化プロセスから処理プロセスまでの計画、設計、管理および将来に向
けた課題に対する理解と認識を深め、上下水道に関する「基本的知識」を身につけることを目的とする。また、浄水、
下水処理過程における、処理原理を理解すると共に、下水処理水槽での水質濃度を、水質モデルを用いて算出する手法
を学習する。

注意点 3学年までに履修する化学、物理学、水理学および4学年前期に履修する環境水質学の基礎知識が理解できていること。
選択必修の種別・旧カリ科目名
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 上水道・下水道の歴史、上水道・下水道の目的と構成
、水道水質基準 (ア)上水道と下水道の歴史について概要を理解する。

2週 上水道・下水道基本計画：計画年次、計画給水区域、
計画給水・下水道人口、計画給水・汚水量

(イ)上水道・下水道の定義と役割、飲用のためにどの
ような観点で基準が設けられているか、その概要を説
明できる。

3週 上水道・下水道基本計画：計画年次、計画給水区域、
計画給水・下水道人口、計画給水・汚水量 (ウ)上水道・下水道の計画策定の流れを理解する。

4週 上水道の水源と取水：地表水、地下水、取水法
(エ)水源で取水された水が飲用に適する水になるまで
のプロセスの概要および，主な浄水方法の説明ができ
る。

5週 上水道の浄水：浄水システム、沈殿、ろ過、消毒、特
殊浄水

(エ)水源で取水された水が飲用に適する水になるまで
のプロセスの概要および，主な浄水方法の説明ができ
る。

6週 上水道の浄水：浄水システム、沈殿、ろ過、消毒、特
殊浄水

(エ)水源で取水された水が飲用に適する水になるまで
のプロセスの概要および，主な浄水方法の説明ができ
る。

7週 上水道の浄水：浄水システム、沈殿、ろ過、消毒、特
殊浄水

(エ)水源で取水された水が飲用に適する水になるまで
のプロセスの概要および，主な浄水方法の説明ができ
る。

8週 上水道の導水と送水：開水路と管水路の設計
(エ)水源で取水された水が飲用に適する水になるまで
のプロセスの概要および，主な浄水方法の説明ができ
る。

4thQ

9週 上水道の配水と給水：配水方式、配水地、配水管、給
水方式と装置

(エ)水源で取水された水が飲用に適する水になるまで
のプロセスの概要および，主な浄水方法の説明ができ
る。

10週 下水排除施設：管きょ施設、ポンプ施設
(オ)汚水が浄化されて公共用水域に放流されるまでの
プロセスの概要および，主な水処理方法の説明ができ
る。

11週 下水処理：1次、2次、高度処理および汚泥処理
(オ)汚水が浄化されて公共用水域に放流されるまでの
プロセスの概要および，主な水処理方法の説明ができ
る。



12週 下水処理：1次、2次、高度処理および汚泥処理
(オ)汚水が浄化されて公共用水域に放流されるまでの
プロセスの概要および，主な水処理方法の説明ができ
る。

13週 下水処理：1次、2次、高度処理および汚泥処理
(オ)汚水が浄化されて公共用水域に放流されるまでの
プロセスの概要および，主な水処理方法の説明ができ
る。

14週 水質反応機構：0次反応、１次反応、吸着反応、酵素・
基質反応

(カ)0次反応、１次反応、吸着反応について、計算式を
用いた水質濃度の算出ができる。

15週 水質反応機構：0次反応、１次反応、吸着反応、酵素・
基質反応

(カ)0次反応、１次反応、吸着反応について、計算式を
用いた水質濃度の算出ができる。

16週
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 自然科学 化学(一般) 化学(一般)
イオン式とイオンの名称を説明できる。 3 後6,後7,後

14,後15
化学反応を反応物、生成物、係数を理解して組み立てることがで
きる。 3 後6,後7,後

14,後15

専門的能力 分野別の専
門工学 建設系分野

水理
各種の管路の流れが計算できる。 3 後8,後9,後

10
開水路の等流(平均流速公式、限界水深、等流水深)について、計
算できる。 3 後8,後9,後

10

環境

水質指標を説明できる。 3
後5,後6,後
7,後8,後
9,後11,後
12,後13

水質汚濁の防止対策・水質管理計画(施策、法規等)を説明できる
。 3 後1

水道の役割、種類を説明できる。 3
後1,後2,後
4,後5,後
6,後7

水道計画(基本計画、給水量、水質、水圧等)を理解でき、これに
関する計算ができる。 3 後3,後4,後

5,後6,後7

浄水の単位操作(凝集、沈澱凝集、濾過、殺菌等)を説明できる。 3 後4,後5,後
6,後7

下水道の役割と現状、汚水処理の種類について、説明できる。 3
後1,後2,後
11,後12,後
13

下水道の基本計画と施設計画、下水道の構成を説明でき、これに
関する計算ができる。 3 後3

生物学的排水処理の基礎(好気的処理)を説明できる。 3 後11,後
12,後13

汚泥処理・処分について、説明できる。 3 後11,後
12,後13

微生物の定義(分類、構造、機能等)を説明できる。 3 後11,後
12,後13

評価割合
定期試験 課題 小テスト 合計

総合評価割合 50 10 40 100
専門的能力 50 10 40 100


